































































































































































































































































































































































1 2 3 4
とても × △ △ △
大変 × △ △ △
非常に × △ △ ×
はなはだ × △ △ ×
すこぷる X △ △ ×
なかなか × × × X
ごく × △ △ ×
きわめて × △ △ ×
いたつて × △ △ ×
あまりに × × × X
ひときわ × △ △ ×
もっと ○ O○ O
ずっと OO○ ○
より ○ ○ O○
いっそう △ ○ △ △
一段と × △ ○ ×
最も ○ O○ O
一番 ○ ○ O○
比較的 × × × △
わりあい × × ○ △
けっこう × X △ △
よほど × × △ △
だいぶ X ○ △ △
ずいぶん × ○ ○ △
相当 ○ ○ ○ ○
かなり ○ O○ ○
たいそう X △ ○ △
少し ○ O○ O
ちょっと ○ O○ ○
多少 ○ ○ O○
少々 OO○ ○





































































































































































































































































































形容語 疑 勧 命 依 情態副詞 疑 勧 命 依
○人数× 問 誘 AT 頼 ○人数× 問 誘 A11 頼 合計
す」し 80 O ◎ ◎ ◎ ◎ 63 5 ◎ ◎ ○ ◎ ◎143
ちょっと 80 0 ◎ ◎ ◎ ◎ 67 4 ◎ ◎ ○ ◎ ◎147
もっと 79 O ◎ ◎ ◎ ◎ 76 O ◎ ◎ ◎ ◎ ◎155
いちばん 77 0 ◎ ◎ ◎ ◎ 76 0 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎153
ずっと 75 O ◎ ◎ ◎ ◎ 64 9 ◎ ◎ ○ ◎ ◎139
多少 66 6 ◎ ○ ◎ ◎ 52 9 ◎ O○ ○ ◎118
やや 65 ユ ◎ ◎ ◎ ◎ 3ユ 26 ◇ △ ▲ △ 096
少々 53 8 ○ ○ ○ ◎ 45 14 ○ ○ OO098
いっそう 51 8 △ ◎ ○ ○ 21 32 △ ▲ ▲ △ 72
一段と 51 9 ○ ◎ ○ O ユ5 40 × ▲ × ▲ 66
より 46 12 ○ O○ ○ 43 24 ○ ◇ △ △ 089
もっとも 45 12 ○ ○ ◇ ○ 45 19 ○ ○ ◇ ○ 090
そうとう 44 19 ○ ◇ ◇ ○ 48 15 ○ O◎ ○ 092
かなり 42 16 ○ ○ ○ O 56 11 O◎ O◎ 098
とても 38 13 △ ○ △ △ 8 49 ▲ ▲ × × 46
非常に 29 25 △ ○ △ ▲ 5 48 × ▲ X × 34
きわめて 27 25 △ △ ◇ △ 9 52 × △ × × 36
たいそう 26 28 ○ ○ ▲ △ 7 52 ▲ ▲ × × 33
ごく 26 22 ▲ ○ △ ▲ 10 36 X △ ▲ △ 36
たいへん 20 31 △ △ ▲ ▲ 2 49 ▲ × × X 22
わりあい 20 40 ○ × × × 12 41 △ × × ▲ X32
けっこう 20 55 △ × × × 8 43 △ ▲ × × ×28
ずいぶん ユ8 53 ○ × × × 6 6ユ ▲ × × X X24
だいぶ 17 50 △ × × X 8 50 △ × X × ×25
ひときわ 14 28 △ × △ △ 4 68 X × X × 18
はなはだ 14 30 △ △ ▲ △ 0 72 × × × × 14
比較的 14 49 × ▲ × × 8 47 ▲ × × X ×22
いたって 11 34 ▲ △ ▲ ▲ 2 66 × △ × × 13
すこぶる 10 35 ▲ ▲ ▲ ▲ 1 76 × × × × 11
よほど 10 53 ▲ × × × 21 39 △ △ × ？ ×31
なかなか 4 68 × × × × O 75 × × × × ×4




























もっと 彼はもっと前に気づいていた。 は も だ の 被
彼が気がついていたもっと前。 すこし ○ 否 ○ ○ ○ちょっと O否 ○ ○ ○
いちばん 彼は必ず一番前に座る。 もっと ○ O
彼は必ず座る一番前。 いちばん ○ ○ ○ ○ ○ずっと ○ O
ちょっと 彼はいつも約束のちょっと前に来乱 多少 ○ O
彼はいつも来る約束のちょっと前。 やや ○少々 ○ ○ ○ ○
少し 会の少し前に彼に連絡がついた。 いっそう ○ O
彼に連絡がついた会の少し前。 一段と ○より
ずっと ミニスカートはずっと前に流行した。 もっとも
ミニスカートが流行したずっと前。 そうとう ○ ○ ＊かなり ○ ○
少々 彼は少々前に帰ってきた。 とても
？彼が帰ってきた少々前。 非常にきわめて
多少 彼は多少前を歩いている。 たいそう ＊
？彼が歩いている多少前。 ごくたいへん ＊ ＊
そうとう 彼と相当前に約束した。 わりあい ＊ ＊ ＊ ＊ ＊





より 彼はいつもより前に行きたがる。 よほど ○ ○ O































































































































































































































































































































































































































































































































































愛 愛してよろしいですか 男 男性自身困った人たち
伽 伽椰子のために ど どつこいショ
く くたばれ敬語 七 七つの恋の物語
現 現代副詞用法辞典 話 語せばわかるか
こ こんな女と暮らしてみたい 腐 腐食の構造
サ サラリーマン反道徳精神のすすめ ト 窓ぎわのトットちゃん
墓 サンダカンの墓 一一一 三毛猫ホームズの推理
シ シングルライフ 娘 娘と私のアホ旅行
性 性愛論 も もうひとつの満州
谷 谷111俊太郎の33の質問 ル ルンルンを買っておうちに帰ろう
　　5人以下）を付け加えた。また，4叙法の合計人
　数（80人中何人が○にしたか×にしたか）も併せ
　て示した。○にした人数が多いほど，「ことがら成
　分性」を有し，少ないほど「陳述成分性」を有する，
　　と言えよう。
7）対象に量を要求する量動詞「飲む，食べる等」と
　共起し，比較構文を取らないときには，秤で量れ
　　る量そのものを意味する語を「量的程度副詞」と
　する。（少し，ちょっと，少々，相当，かなり，や
　や等）
　　また，常に他者との比較関係を表し，程度性の比
　較のときには比較差が程度を，量の比較のときに
　　は比較差が量を示す語を「関係的程度副詞」とする。
　　（もっと，ずっと，一番，もっとも，より等）こ
　　こには，「いっそう・いちだんと」も属するが「い
　　ちだんと」は比較差の大きさを明確に表すので，
　程度性のない4叙法との共起を拒む。「いっそう」
　　は，「いちだんと」ほどの明確さはないが，「ずっと」
　　ほどの不明確さもなく，「ことがら成分」と「中間
　　成分」の橋渡し的存在である。
　　　　　　　　　参考文齪
石神照雄　「比較表現から程度性副詞へ」『島田勇雄先
　　　　　生古稀記念ことばの論文集』明治書院，
　　　　　1981年。
奥津敬一郎『生成日本文法論』大修館書店，1974年。
　　　　　「ホドー程度の形式副詞」『日本語教育』41
　　　　　号，1980年。
川端善明　「時の副詞（上）」『國語國文』第33巻第11号，
　　　　　1964年。
　　　　　「副詞の条件」制用語の研究』明治書院，
　　　　　1983年。
北原保雄　「補充成分と連用修飾成分」『國語学』第95
　　　　　集，1973年。
　　　　　『日本語助動詞の研究』大修館書店，1981年。
金田一春彦「不変化助動詞の本質（上）（下）」『國語國
　　　　　文』第22巻第2，3号，1953年。
　　　　　r日本語動詞のアスペクト』麦書房，1976年。
工藤　浩　「叙法副詞の意味と機能一その記述方法を
　　　　　求めて一」『研究報告集3』国立国語研究所，
　　　　　1982年。
　　　　　「程度副詞をめぐって」『副用語の研究』明
　　　　　治書院，1983年。
寺村秀夫　「ムードの形式と否定」『英語と日本語と』
　　　　　くろしお出版，1979年。
時枝誠記　　『日本文法　口語篇』岩波全書，ユ950年。
中右　実　「モダリティと命題」『英語と日本語と』く
　　　　　ろしお出版，1979年。
芳賀　綬　「“陳述”とは何もの？」『國語國文』第23
　　　　　巻第4号，1954年。
林　四郎　『基本文型の研究』明治書院，1960年。
松下大三郎『標準日本語法』中文館書店，ユ930年。
三上　章　『現代語法序説』刀江書院（くろしお出版
　　　　　1972復刊），1953年。
南不二男　「日本語はどういう言語か」r伝統と現代』
　　　　　45．1977年。
森重　敏　「程度量副詞の設定」『國語國文』第27巻第
　　　　　2号，ユ958年。
　　　　　『日本文法通論』風間書房，1959年。
森山卓郎　「程度副詞と動詞句」『京都教育大学国文学
　　　　　会誌』20号，1985年。
山田孝雄　『日本文法学概論』宝文館，1936年。
渡辺実「叙述と陳述」r國語学』第13，14集，1953
　　　　　年。
　　　　　「詞の連続」『國語國文』第27巻第11号，
　　　　　1958年。
　　　　　『國語構文論』塙書房，1971年。
（1995年12月6日受理）
程度副詞はことがら成分か
Page:15無断転載禁止。　
